
★ 会見事項

小山町定例記者会見

人の動き（令和８年 1 月１日現在）
1 月

人 口 16,668 人 (前月比 △12 人 ）

世帯数 7,427 世帯（前月比 4 世帯）

１ 小山町生涯学習推進講演会の開催

２ 災害用トイレカーお披露目会の開催

３ 小山町議会本会議のライブ配信を始めます

４ おやま物価高騰支援商品券の配布

５ 小山町生涯学習フェスティバルの開催

６
富士マラソンフェスタ・第 73 回小山町駅伝大会

第 21 回周回コース駅伝大会の開催

７ コミュニティバス利用実績とデマンドバス予約システム見直しの効果

令和 8 年 1 月 29 日（木）

企画総務部 地域振興課

◇次回の定例記者会見は

２月２７日（金）15：30 から 会場は本庁舎 ３０１会議室です。
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小山町定例記者会見

令和８年１月 29 日

令和７年度小山町生涯学習推進講演会の開催について

（小山町生涯学習）

１ 概要

登山家の「野口 健」氏を講師に招き、登山家としての登頂経験や清掃活動、災

害支援など様々な経験で得た生き方、考え方を軸に明日への活力となるような御講

演をいただくことで、小山町における教育力の向上を図ります。

２ 内容

タイトル：あきらめないこと、それが冒険だ

日 時：令和８年２月８日(日) 午後２時から午後３時 30 分まで

（開場：午後１時 30 分）

会 場：小山町総合文化会館 児童遊戯室

＊部屋変更の可能性があります。

講 師：登山家「野口 健」氏

入場料：無料（未就学児入場不可）

＊入場整理券を１月 13 日（火）より、総合文化会館にて配布。

【問い合わせ先】

生涯学習課 生涯学習班

電話 0550-76-5722

資料１
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小山町教育委員会／小山町青少年問題協議会／小山町PTA連合会
小山町教育委員会 生涯学習課 TEL.０５５０-７６-５７２２

野口  健 氏
登山家の「野口　健」氏を講師に招き、登山家として
の登頂経験や清掃活動、災害支援など様々な経験で
得た生き方、考え方を御講演いただきます。

令和８年
《開場》午後１時30分  《開演》午後２時
２月８日日

小山町総合文化会館  児童遊戯室
静岡県駿東郡小山町阿多野130

※未就学児入場不可
写真提供：野口健事務所

入場無料
入場整理券を
総合文化会館窓口
にて配布中

主　　催
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小山町定例記者会見

令和８年１月２９日

災害用トイレカーお披露目会の開催について

（小山町危機管理局）

１ 概 要

町は、大規模災害が発生した際に避難所などの衛生環境を確保するため、新しく

災害用トイレカーを導入します。

このトイレカーには、小山高校総合文化部美術班が作成したデザインがラッピン

グ施工されており、災害用トイレカーを広く皆様に知ってもらい、さらに防災意識

の高揚を図るため、お披露目会を開催いたします。

２ 内 容

（１）日 時 ２月１１日（水・祝）１３：３０～１４：３０（予定）

（２）場 所 小山町総合文化会館（小山町阿多野１３０）

（３）内 容 ・お披露目

・町長挨拶

・感謝状贈呈

・車両紹介

・内覧

（４）出席者予定者

小山町長、小山町議会議長、小山町議会文教厚生委員長、小山町自主防災会連

合会会長、小山町防災士連絡会会長、小山高校総合文化部美術班

（５）トイレカー設備等概要

① ３ｔトラックベース、ディーゼルエンジン、４ＷＤ仕様

② 男性用２部屋、女性用２部屋、多目的室１部屋を設け、温水洗浄便座付き便器

を設置

③ 多目的室は、オストメイト、ベビーキープ台等を備え、車椅子対応リフターを

設置

【問い合わせ先】

危機管理局

電話 0550-76-5715

資料２
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小山町定例記者会見

令和 8 年 1 月 29 日

小山町議会本会議のライブ配信を始めます

（小山町地域振興課）

１ 概要

町議会では、町民にとって、より身近で開かれた議会となるよう、小山町テレビ

共聴組合の協力のもと YouTube での議会ライブ配信を始めます。YouTube でライブ配

信を行うことで、スマートフォンやパソコン、スマートテレビなどで、どこからで

もリアルタイムに議会の様子をご覧いただくことが可能になります。これにより、

町政に対する関心と信頼感が高まることを期待しています。

２ 内容

（１）配信開始日

令和８年 小山町議会３月定例会の初日から

（２）配信チャンネル

小山町公式チャンネル（@ShizuokaOyamaTown）

（３）配信内容

小山町議会 本会議

※ライブ配信終了後には、録画映像を残します

（４）視聴方法

(ⅰ) YouTube にて「小山町議会」で検索

(ⅱ) スマートフォンで次の二次元コードを読み取る

（ⅲ）スマートテレビ（インターネットに接続されたテレビに限ります）

【問い合わせ先】

地域振興課広報広聴班

電話 0550-76-6135

資料３
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小山町定例記者会見

令和８年１月２９日

おやま物価高騰支援商品券の配布

（小山町 企画政策課）

１ 概要

物価高騰に伴う生活支援及び町内経済の活性化を図るため、国の重点支援地方交

付金を活用し、全町民に、物価高騰支援商品券（8,000 円分）を配布する事業を実施

します。

２ 内容

・事業名称 おやま物価高騰支援商品券配布事業

・配布対象 住民登録している町民（約 16,700 人）

※基準日については、３月１日を想定

・額 面 8,000 円分（500 円券×16 枚）

・配布方法 個人宛に郵送

・発送時期 令和８年３月初旬発送

・利用期間 令和８年３月１０日～令和８年８月３１日（約６か月）

・利用店舗 プレミアム商品券利用可能店舗を軸に小山町商工会と調整

【問い合わせ先】

企画政策課 企画班

電話 0550-76-6133

資料４
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小山町定例記者会見

令和８年１月 29 日

令和７年度小山町生涯学習フェスティバルの開催について

（小山町生涯学習課）

１ 概要

令和７年度の町内における生涯学習活動の場として、新たな生涯学習機会のきっ

かけ作りを行うとともに、各団体活動の活性化及び団体間交流を図り、生涯学習活

動のきっかけを町民等に提供する場として「小山町生涯学習フェスティバル」を開

催します。

２ 内容

日 時：令和８年２月 28 日(土) 午前９時 30 分から午後２時まで

会 場：小山町総合文化会館

入場料：無 料

＊ただし、体験部門の一部では材料費が必要となります。

内 容：【体験コーナー】

・実験や制作：ロープワーク、缶バッジ、クリップモーター等

・体 験：茶道、歌、起震車等

・小山町立こども園 PTA 連絡協議会：スタンプラリー

・図書館おはなしポケット：お話し会

【展示コーナー】

・家庭教育学級（こども園・小学校・中学校）の活動展示

・教室、子ども会育成連合会等各種団体の展示

・こども園の会の作品展示

【その他】

・販売：自主製品 等

・飲食品販売：インターロッキング

【問い合わせ先】

生涯学習課 生涯学習班

電話 0550-76-5722

資料５
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小山町定例記者会見

令和８年１月 29 日

富士マラソンフェスタ・第 73 回小山町駅伝大会

第 21 回周回コース駅伝大会の開催について

（小山町生涯学習課）

１ 概要

富士マラソンフェスタは、国際サーキットである富士スピードウェイの

レーシングコースを走る、全国的にも珍しいマラソン大会です。

快適な施設環境や豚汁などのおもてなしが好評で、首都圏を中心に多く

多くのリピーターが来場しています。

今年度は、例年 1 月に開催している小山町駅伝大会及び周回コース駅伝

大会を、駅伝の部として併せて開催します。

２ 内容

（１）日 時 令和８年２月１日（日）９：００～

（２）会 場 富士スピードウェイ

（３）参加者数

※入場する際に駐車券が必要になりますので、取材を希望する場合は生涯学習課まで

ご連絡ください。

【問い合わせ先】

生涯学習課・スポーツ協会

電話 0550-76-5722・0550-76-7511

種 目 スタート時間 参加者数

１ ハーフマラソン男子
09：30

757 人

２ ハーフマラソン女子 114 人

３ １周男子

09：40

196 人

４ １周女子 131 人

５ ２周男子 486 人

６ ２周女子 161 人

７ ３㎞小学生・親子
11：30

68 人（34 組）

８ ３㎞小・中学生 73 人

マラソン合計 1,986 人

９ 駅伝の部 一般 12：15 286 人（40 チーム）

10 駅伝の部 小学生
13：45

47 人（９チーム）

11 駅伝の部 中学生 178 人（27 チーム）

駅伝の部合計 511 人（76 チーム）

資料６
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小山町定例記者会見

令和８年１月２９日

コミュニティバス利用実績と

デマンドバス予約システム見直しの効果

（小山町企画政策課）

１ 概要

町は、令和８年１月９日に開催した「令和７年度第３回小山町公共交通会議」に

おいて、令和７年１１月までのコミュニティバス利用実績を報告しました。

７月に実施したデマンドバス予約システムの見直しにより、利用者数は増加傾向

となりました。

２ 内容

（1）コミュニティバス利用実績の内訳

令和 7 年度 11 月までのコミュニティバス利用実績について、以下の運行形態ごと

に報告を行いました。

• 定時運行バス

• 巡回バス

• デマンドバス

• ライドシェア

（2）デマンドバス予約システム見直しの効果

令和７年 7 月に実施したデマンドバス予約システムの見直しにより、次の効果が

確認されました。

• デマンドバス稼働率の上昇

• 利用者数の増加

• 予約成立状況の改善

※詳細は別添「コミュニティバスの利用実績」を参照

【問い合わせ先】

企画政策課 企画班

電話 0550-76-6133

資料７
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